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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼稚園、小学校、特別支援学校の教師を対象とし、行動問題を示す自閉
症児を含む発達障害児の保護者支援に関する研修プログラムを開発した。保護者とのコミュニケーションスキル
研修、家庭で保護者が子どもに適切な行動を教えることを促す行動問題の予防研修、学校における行動問題の問
題解決研修、教師が保護者による支援を支えるための、家庭における行動問題の問題解決研修を実施し、効果が
確認された。子どもの成果に加えて、保護者と教師の関係性や保護者自身の変化も示すことができた。プログラ
ムを学校現場に広く適用していくために、学校組織としての保護者参画の具体的なシステムモデルを示す必要が
あると考える。

研究成果の概要（英文）：This study developed active learning teacher training programs on supporting
 parents of children with developmental disabilities, including autism spectrum disorder who exhibit
 behavior problems. Training in communication skills with parents, training in prevention of 
behavior problems to encourage parents to teach appropriate behavior to child at home, and training 
in decreasing behavior problems at home, where teachers develop behavior support plans with parents 
and evaluate parents' practices together, were conducted and found to be effective. In addition to 
child outcomes, the data suggested that parent-teacher relationships and parental mental health 
improved, and parental anxiety decreased. In order to apply the programs widely in school settings, 
it is necessary to present a concrete system model of parental involvement.

研究分野： 特別支援教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自閉症児の保護者と学校の協働の重要性は指摘されているものの、そのプロセスはほとんど検討されておらず、
学校においては保護者と連携する方法論が乏しい現状がある。保護者との連携状況に応じた、保護者との協働を
促す階層的な教師研修の内容や方法を提供できたことは大きな社会的な意義があると考える。研修プログラムの
特徴として、①ワークショップ形式を主眼としているため、学んだ内容が学校での実践に結びつきやすいこと、
②保護者との協働が促進されることは、自閉症児への教育的支援の向上につながることが挙げられ、多くの教師
にとって有益な研修内容と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
インクルーシブ教育を推進するにあたり、教育における保護者の参画がより求められている。

自閉症教育においても、保護者との協働が「ベストプラクティス」であると広く受け入れられて

いる（National Research Council, 2001）。特に、自傷や他傷といった行動問題は自閉症児に高

リスクで生じると指摘されており、行動問題を示す自閉症児の保護者との協働は喫緊の課題で

ある（岡村，2014）。筆者は療育支援や保護者自身への支援を統合した、行動問題を示す自閉症

児の保護者の実態に応じた支援プログラムを整理してきた（岡村，2017）。これらの支援プログ

ラムを適用するにあたり、学校においては保護者と連携する方法論が乏しい現状がある。自閉症

児の保護者と学校の協働の重要性は指摘されているものの、そのプロセスはほとんど検討され

ていない（Azad, Kim, Marcus, Mandell, & Sheridan, 2016）。教師に対して、保護者とともに

問題解決を図ることを目的とした協働のための知識や技術を提供する必要性は高いと考える。 

保護者との連携において、教師は、①自閉症児の学校生活を充実させるために保護者と協力す

る、②学校での適切な行動や生活習慣を家庭に波及させるために支援する、③家庭での行動問題

を改善するために支援することが求められる（加藤，2007）。障害特性の理解を促したり、保護

者とのコミュニケーション方法を学んだりする教師研修の検討は見られるものの（Gerich, 

Trittel, & Schmitz, 2016）、予防を含めた行動問題の改善に向けた保護者支援に関する教師研

修に関する検討は少ない（Smolkowski, Seeley,  Gau, Dishion, Stormshak, Moore, 

Falkenstein, Fosco, & Garbacz, 2017）。保護者とトラブルになり対処するのではなく、日常的

な協働の意義を伝えることを含めた、連携状況に応じた、保護者支援に関する教師研修プログラ

ムの検討を行う必要があると考えられる。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、幼稚園、小中学校、特別支援学校の教師を対象とし、行動問題を示す自閉症児の

保護者支援に関する研修プログラムを開発することを目的とする。上記の目標を達成するため、

以下の研究課題を明らかにし、効果検証を行う。 

① プログラム 1：保護者へのコミュニケーションスキル研修  

学校での行動問題の改善や自閉症児の適切な行動の形成を達成するために、学校の様子を伝

え、家庭の情報を得るためのコミュニケーションスキルの獲得を目的とする。 

② プログラム 2：行動問題の予防研修  

家庭で保護者が自閉症児に適切な行動を教えることを促す、保護者支援の実現を目的とする。 

③ プログラム 3：家庭における行動問題の問題解決研修 

家庭での行動問題の改善を目的とした、保護者と協働した支援の実現を目的とする。なお、プ

ログラム 3の前に、学校における行動問題の問題解決研修プログラムの検討を前年度に行う。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）研修の構造 
「講義―演習―実践―振り返り」が相互に結び付くようなプログラム開発を目指し、研修の基

本構造は、「講義―個人ワーク―グループワーク―共有」のワークショップ形式であった。グル

ープワークでは、研究協力者である大学院生や修了生のファシリテーターのもと、参加者は話し



合いを通して支援計画案を創りあげた。適宜、個人ワークを設け、参加者は各個人の考えの整理

をした。まとめでは、支援計画案をホワイトボード等で視覚化し、参加者全員で共有することで、

自閉症児・保護者の理解や支援内容・方法に関するさらなる気づきを促した。 

（２）研修プログラム 

① 保護者へのコミュニケーションスキル研修 

 研究 1 では、特別支援学校の教師を対象に、保護者の基本的な理解やコミュニケーションスキ

ルに関する講義に加えて、主に各スキルのロールプレイおよびふり返りやフィードバックとい

った演習から構成された研修を実施した。 

② 行動問題の予防研修 

 研究 2では、行動面での困難を示す児童の保護者と小学校の担任教師を対象に、三項随伴性に

基づく行動記録を通した支援発見プログラムを実施した。プログラムでは、児童の実態に合う標

的行動を決定し、家庭と学校での児童の行動を正確に記述することを促し、記述を具体化するペ

アワークを行った。 

研究 3では、保護者との協働の具体を学ぶことを目的とし、保護者が療育の知識やスキルを学

ぶペアレント・トレーニングに、教師や教員志望の大学院生が参画することを研修の一部とし、

学びの効果について検討することを目的とした。参加前にミーティングを行い、子どもの標的行

動や支援計画立案に関する課題を課し、ペアレント・トレーニングでは大学院生はファシリテー

ター役などそれぞれの役割に沿って参加した。参加直後のミーティングでは面接の経過や子ど

もの標的行動の達成状況や課題について協議を行い、主に母親の実態に応じた面接やグループ

ワークの進め方についてフィードバックを行った。 

③ 学校における行動問題の問題解決研修 

研究 4では、特別支援学校の教師に対して、行動問題の先行事象と後続事象の機能的関係から

行動問題の生起要因と維持要因を明らかにする方法である機能的アセスメントに基づく、行動

支援に関する研修を実施した。参加者は支援の実行をセルフモニタリングし、児童生徒の行動問

題のデータを収集・整理した。さらに、参加者間で支援について相談し合うことを促した。 

研究 5では，幼稚園教諭に対し，個人の機能的アセスメントに基づく学級全体への支援に関す

る行動支援計画の立案を標的とした研修を実施した。講義では，応用行動分析学，機能的アセス

メントに関する基礎的知識と学級全体への支援を含む行動支援計画を作成する手続きを扱った。

演習では，ABC 分析と行動支援計画の作成を行った。 

④ 家庭における行動問題の問題解決研修 

研究 6 では、行動問題を示す幼児児童を担当する教師が家庭場面における行動支援計画を作

成する研修を行った。研修では、家庭場面における行動問題の改善に向けた知識や技術を学ぶこ

とを目的とし、機能的アセスメントや計画立案に関する内容に加えて、「保護者役」とともに行

動支援計画を作成する模擬ロールプレイを実施した。  

研究 7では、特別支援学校の事例検討会を通して、教師が家庭での行動問題にアプローチした

効果を検討した。担任は支援案を計画・修正し、学校における生徒の行動改善を図った後、学校

での効果的な支援方法を活用して、家庭における保護者と子どもの適切な関わりを促した。 

 
 
 
４．研究成果 
（１）保護者へのコミュニケーションスキル研修 



研究 1では 4名の教師を分析対象とした結果、模擬面談において、Pre と比較して、Post では

参加者は学んだスキルを活用して保護者役の情報や思いを引き出し、それらの話を踏まえて意

見や提案をしていた。保護者と教師の関係尺度や保護者との連携に関する意識調査における参

加者の評価は肯定的に変化し、社会的妥当性も高評価であった。さらに、参加者は学んだスキル

を実際場面でも活用したと示唆された。 

（２）行動問題の予防研修 

研究 2 では、行動記録の正確さが向上し、保護者と教師が自身の適切な支援方法に気付いた

り、互いの適切な支援方法を取り入れたりした。家庭と学校の両場面における標的行動の改善、

保護者と教師の関係尺度に肯定的な変化がみられプログラムの一定の効果が示された。保護者

と教師が協働して子どもの支援を日常的、継続的に行い、成功体験を共有できる最初のプログラ

ムとして位置付けられると考えられた。一方、一部の参加者において成果がみられず、保護者や

子どもの実態を踏まえてプログラムの適用を考慮する必要性が明らかになった。 

研究 3では、1名以外の対象者において、応用行動分析学の知識、保護者支援の意識の得点が

肯定的に変化した。さらに、大学院生が担当したグループにおける、すべての母親の精神健康度

が改善し、各子どもの標的行動は達成された。母親による社会的妥当性の結果も肯定的であった。

グループワークが子どもや母親の行動改善のために良好に機能したと考えられる。これらの結

果から、家庭場面における発達障害児の適切な行動を高めるために教師が保護者と協働して取

り組むことを実現するために、ペアレント・トレーニングへの参加は教師研修プログラムのひと

つとして機能すると考えられる。 

（３）学校における行動問題の問題解決研修 

研究 4では、全参加者は行動支援計画を立案することができ、対象児童生徒が示す行動問題に

改善がみられた。社会的妥当性については概ね高い評価が得られ、コンサルタントの評価より参

加者同士の相談行動が高まったことが示唆された。機能的アセスメントに関する講義や演習に

加えて、支援のセルフモニタリング、児童生徒のデータ収集、データの整理、参加者間の相談行

動の促進が、研修と実践のギャップを埋め、行動問題改善につながったと考えられる。 

  研究 5 では，全参加者において，架空事例における立案した行動支援計画の有効な方略や学級

全体への支援に関する方略の記述が増加し，妥当性が向上した。また，フォローアップを行った

参加者は，学級全体への支援を実施し，幼児の行動変容を図った。フォローアップ後の立案した

行動支援計画の有効な方略及び学級全体への支援に関する方略の記述数が維持及び増加した一

方，研修だけに参加した参加者は，有効な方略数が減少した。パフォーマンス・フィードバック

を主とした FU を実施することは，個人の機能的アセスメントから学級全体への支援の継続的な

実施につながり，計画立案スキルをより高めると考えられた。 

（４）家庭における行動問題の問題解決研修 

研究 6では、すべての参加者において、先行子操作や結果操作に関する計画立案の内容が具体

化し、支援手続き数の増加がみられた。さらに、記述された支援手続きは、保護者が実行可能な

支援内容であった。評価アンケートでは、行動問題の機能の重要性や保護者へのかかわりに関す

る気づきといった肯定的な評価がみられた。一方、行動の前後状況に関する情報収集では一部の

参加者に変化がなく、適切な行動の指導に関する支援手続きについては記述がない参加者がみ

られた。以上の結果より、講義と作成演習や模擬ロールプレイからなる研修は、保護者が実行可

能な行動支援計画の作成を可能にしたと示唆されたものの、家庭場面における行動問題に関す

る情報収集と活用のための改善が必要であると考えられた。 

そこで、特別支援学校の教師に対して、教師が保護者とともに、計画立案、保護者による家庭



での支援の実行、評価をしていくための計 5回の研修を実施した。その結果、すべての参加者が

保護者とともに行動支援計画を立案し、保護者が家庭で支援を実行した結果に基づき評価を行

い、計画を修正していった結果、2 事例において家庭での行動問題は減少した。しかしながら、

学校における行動問題の問題解決研修の参加者に比べて、参加者が 3 名と非常に少なかったた

め、今後は事例数を増やしてさらなる検証を行っていく必要がある。 

研究 7 では、親子の適切な関わりの増加、行動問題の減少（ABC-J の改善）、母親の精神健康

度の上昇、母親の不安水準の低下がみられた。学校での有効な支援方法をもとに教師らで支援計

画を作成し家庭に導入することが、継続的な保護者支援につながったと考えられる。学校で日常

的に行われているケース会議や支援会議を活用することは、教師にとって定期的な支援状況の

報告の機会となり、また支援行動が強化される場として機能することが期待される。 

（５）研修プログラムの開発 

本研究の成果から、保護者とのコミュニケーションスキル研修から始まり、家庭での行動問題

解決に向けた機能的アセスメント研修まで、階層的で系統的な研修プログラムが示され、各プロ

グラムの効果が明らかになった（Table 1）。今後は、これらの研修プログラムを、教師の立場や

実態に応じて、学校現場で広く適用していき、さらなる効果検証を重ねていくことが求められる。

また、研修を実施する教師の養成を行っていくことも今後の課題である。 

 

本研究では、研修の参加者は意識が高い教師であり、保護者支援に関する教師研修は限定的

な実施に留まっていた。さらに、担任個人が保護者とともに協働し支援に取り組む内容に留ま

っていた。以上のことから、立場に応じた保護者支援における教師の役割を明確にすることを

含め、学校組織として保護者の参画を具体的に位置付けていくことが求められる。日々の実践

から学校組織による保護者参画の具体や保護者と教師が協働して取り組む実施可能な内容や

方法を明らかにすることは大きな課題と言える。 

 

階層 支援者 支援の場 ターゲット行動 ターゲット行動の具体 連携内容 研修プログラム

5 保護者 家庭

・学校での成果を家庭に
導入する
・教師がともに計画立案
や支援の評価を行う

・家庭での行動問題解決研修
（研究6）
・事例検討会（研究7）

4 教師 学校

学校での支援を、保護者
の意見を取り入れなが
ら、時に家庭の協力のも
とに行う

・機能的アセスメント研修（研究4）
・クラスワイドな支援を促す機能的ア
セスメント研修（研究5）

3 保護者 家庭

・学校での成果を家庭に
導入する
・教師がともに計画立案
や支援の評価を行う

・ペアレント・トレーニングの内容を
応用したティーチャー・トレーニング
・支援発見プログラム（研究2）

2
教師
保護者

学校
家庭

学校での支援を、家庭の
協力のもとに行う

・ペアレント・トレーニングへの参画
（研究3）

1 教師 学校
学校での支援を、保護者
の意見を取り入れながら
行う

コミュニケーションスキル研修
（研究1）

・日常生活動作
（例 着替え）
・手伝い
（例 洗濯物を畳む）
・社会的スキル
（例 挨拶する）
・学習
（例 宿題をする）
・余暇・遊び
（例 ゲームを自ら
やめる）

自傷、他害、奇声、
器物破壊など

Table 1 保護者と教師の連携内容と連携状況に応じた研修プログラム

適切な行動

行動問題
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